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13 略解:オイラー方程式とその解
13.1 略解:オイラー方程式の解
オイラー方程式は

2ω̇1 = (4 − 4)ω2ω3,

4ω̇2 = (4 − 2)ω3ω1,

4ω̇3 = (2 − 4)ω1ω2.

初期条件より ω1(t) = ω1(0) = 5. よって,

4ω̇2 = 2 · 5 · ω3,

4ω̇3 = −2 · 5 · ω2.

ω2 を消去すると,

ω̈3 = −(10
4
)2ω3.

よって,

ω3(t) =A cos 5
2
t + B sin 5

2
t,

ω2(t) =10
4
· 5

2
(−A sin 5

2
t + B cos 5

2
t).

初期条件より,

ω3(t) =4 cos 5
2
t + 12

25
sin 5

2
t,

ω2(t) =10
4
· 5

2
(−4 sin 5

2
t + 12

25
cos 5

2
t).

まとめると,

ω(t) = (5, 10
4
· 5

2
(−4 sin 5

2
t + 12

25
cos 5

2
t), 4 cos 5

2
t + 12

25
sin 5

2
t).

13.2 略解:慣性主軸と慣性モーメント
x1 軸は円柱の軸と平行にとれる. x2, x3 軸は x1軸と直交する平面内で, 互いに直交し
ていれば自由にとれる. x1, x2, x3 軸の順番は自由だが, この順序のとき, I1 < I2 = I3.
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